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「人が人として人とともに豊かに生きる」ことを、さらに追求するための「５カ年計画」を策定し、その実践を通じて、将来にわたり持続可能な活動を展開するとともに、

　存在感のある法人になることを目指す。

・法人を構成する一人ひとりが、この計画の策定に参画し、計画の実践のために力を合わせて取り組むこと。

・西宮市をはじめ、多くの関係する団体など、地元の多くの人々と力を合わせて取り組んでいくこと。

・アドバイザーとの協働など、この計画の策定を通じて、私たちが成長すること。

・１０年後の法人や法人を取り巻く状況を意識しながら、今後５年間の具体的な取組を示したうえで、法人全体で実現していく。

　①　各拠点での素案を持ち寄り、４つのプロジェクトチームで素案を作成する。

　②　プロジェクトチームの素案作成にあたっては、各アドバイザーの助言を受けながら進め、策定委員会で議論を進める。

　③　並行して、拠点ごとの５カ年の財務フレームを落とし込む。

　④　策定委員会での議論を通して、法人として素案を作成し、理事会を経て策定する。

　〈将来にわたり、持続可能な運営を目指す〉

その人らしく生きることを支援する 仕事を通じて人を育てる

小規模多機能施設、グループホーム、特定施設入居者生活介護等の新規事業開始の 法人全体での人事交流を促進し、教育・研修システムを確立する

準備を行い、支援の手を届けられていない方に向けたサービスの拡充 ことにより、制度変更にも対応できる人財を養成する

近い将来の「安井保育園」の建替えを意識しながら、「安井保育園」と 法人内保育所の医療的ケア児受け入れにあたっての協力体制を

「夙川さくら保育園」が連携して事業の拡大や新たな事業に挑戦する 構築するとともに、医療的ケア児関連事業を整理する

「西宮すなご医療福祉センター」において、在宅支援事業一元化による 人事評価制度の等級に連動した研修体系を構築することにより、

ワンストップサービスを充実し、縦軸（時間軸）と横軸（地域・連携）を拡げ 非正規職員を含めたキャリアアッププランを明示する

職員の効率的な運用を図りながら利用者中心のサービスを提供する

今後の事業展開を見据え、高齢分野での教育研修システムを確立する

利用者本人の自己決定を尊重し、必要に応じて意思決定支援（共同意思決定支援）

を行う

将来にわたる持続可能なサービスの提供の基礎をつくる

利用者、職員の安全・安心を確保する 「甲寿園」と「にしのみや苑」の施設サービスの再編（一部サテライト化）に

あわせ、両施設の一体的運用部分を増やすことにより、利用者の選択肢を増やす

家族交流会や介護者教室を地区社協、民生委員・児童委員と協力して、定期的に

取り組む。また、社会福祉協議会と協力してフードパントリーに定期的に取り組む

保育園における「在園児保護者登降園ICTカード管理」「午睡安全確認システム」

高齢施設における「見守りカメラ」の導入、障害施設におけるITやロボット技術 　一部の機能をまちなかへ移転

の導入など、業務のＩＣＴ化を進める

５年間の財務フレームを共有する

「西宮すなご医療福祉センター」において、障害者施設入院基本料１０対１を ① 人件費比率70％ ② 事業費比率12％ ③ 事務費等比率8％

維持し、入所支援事業の安定した運営を図ることにより、入所者の安全・安心

な生活を担保する ５年間の人員構成（正規・嘱託・パート）をきめる

調査・研修を不断に行い、組織的に虐待防止に取り組む 予算統制が可能な予算編成を行い、予算の執行が予算統制の中で

実施されるしくみを充実する

これらを実践するために、法人本部体制の充実・強化を図る

第３次５カ年計画について

私たちの目指すこと

策定・実践にあたって

私たちが大切にする視点

策定の進め方

目指す姿

アクション３ アクション３

アクション４

アクション４

プラン４

プラン３ アクション１

プラン１ プラン２

アクション１ アクション１

アクション２ アクション２

アクション３

アクション４ アクション４

アクション１

協力・共同・標準化・一体化 にしのみや苑

アクション２

アクション２

アクション３
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　〈存在感のある法人を目指す〉

地域の人々が利用したいと願うサービスを提供する ＳＤＧｓ達成に向けた取組など、これからの社会に貢献する法人を目指す

医療的ケア児等コーディネーター・支援者研修事業などに、大学等関係機関と連携して 地域の企業・業者とともに、地域を支える社会福祉法人として

取り組む 地産地消を目指した共同購入を進める

（継続して購入できる地産の野菜生産者との契約）

「こども誰でも通園制度」を開始する 地域・学生向けの講座や文化行事の定期的開催・自然環境を

活かした活動の場の提供

（甲山エリアでの交流人口増・西宮市共生型地域交流拠点の

地域共生社会を実感できる空間と仕掛けを法人の施設の中で実現する 　登録を目指す）

成年後見人制度の安定的な提供の検討を、現行制度の枠内で

ＮＰＯ法人みどり兵庫と協働して行う

地域の福祉人財を育てる 人々に信頼される法人を目指す

小学生、中学生、高校生に対する福祉教育の実践を進める 甲山福祉センターのブランド戦略をつくり上げ、市民へのアピール

（卒園児の小学１年生、中学１年生、高校１年生に来園してもらい子どもと触れ合う） を展開する

大学生のインターンシップを展開するとともに、大学等への出前講座や 法人本部が中心となって現場の課題を抽出し、行政の補助金等も

サテライトゼミを展開する 活用しながらＤＸを進める

（地元高校の生徒のインターンシップ）

地域の人々と協働した防災体制を構築する

コンプライアンスを遵守する体制をつくる

※「地域」について、第２次計画では 第１層 南阪神圏域（広域／障害児・者サービス）

法人の各部門が各層に対して

第２層 西宮市全域（広域／高齢者施設サービス）

重層的なアプローチをおこない、

第３層 日常生活圏域／居宅サービス、地域包括支援センター

「地域において存在感のある法人」となることを目指す

第４層 個人生活圏域／利用者一人ひとりの生活の場

目指す姿

プラン５ プラン６

プラン７ プラン８

アクション１ アクション１

アクション２ アクション２

アクション１ アクション１

アクション２ アクション２

アクション３

アクション３

アクション３

アクション４
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１．現状の分析と将来見込み

〇 少子高齢化の影響はあるが、重症心身障害児（者）については、医療・福祉サービスが充実し、寿命が延びていることもあり、需要はマイナス方向に大きく振れることはない。
通所や訪問系の在宅リソースの充実やコロナ禍の影響もあり、入所希望は微減傾向で、児童は減少、在宅ケアが難しくなる高齢者の入所が増加している。

〇 令和４年度に医療的ケア児関連支援法が施行され、新規事業や事業の拡大が期待される。特に西宮市では、学校関連やデイサービス関連での医療的ケア児のサービス利用が増える傾向である。
この分野での事業強化が急務である。

〇 発達障害については、障害の社会的認知が進んだこともあり、福祉サービス利用のニーズが高い。発達障害児向けの事業が拡大したので、事業所が乱立した時期があるが、ガイドラインや
自己評価システムなどにより一定の水準に満たない事業所は淘汰されてきている。

〇 重症心身障害・発達障害いずれも南阪神圏域では、西宮市に隣接する地域を含めて同業事業所が増える傾向にあるので、利用者が施設を選ぶ傾向にある。施設の「売り」をしっかりとアピールすることが必要となる。

２．目指す姿
（１）基本的な考え方

ア 事業を担う人財の確保
深刻な人手不足の社会的状況では、事業所単位での採用活動には限りがあり、法人が最優先課題としてこれまで以上に検討する必要がある。
事業所単位では主として以下について進める。
（ア）様々な媒体を使った情報発信（職員だけでなく利用者の拡大にも繋がる）
（イ）職員が定着するための仕組み
（ウ）働きやすい職場環境（職場風土）の醸成
（エ）職員のキャリアアップを支援する指導・研修体制の構築
（オ）定期的な事業所内異動と事業所間異動の実施

イ 事業内容について
（ア）事業マニュアルの作成とＰＤＣＡサイクルを用いた業務改善
（イ）利用者や家族への対応力の向上（接遇やご意見への対応）
（ウ）客観的な事業評価（第３者サービス評価などの実施）
（エ）事業所間連携の推進（すなごと芦原DS、すなごと北山学園など）
（オ）ICT、AI、ロボット技術などの学習と導入

ウ 新規事業等
医療的ケア児（者）関連事業の拡大

障害部門

障害プロジェクトチーム
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３．５年間で取り組む具体的なアクション
【西宮すなご医療福祉センター】 （９）新規事業
基本方針 ア 医療的ケア児への対応
（１）入所支援事業の安定した運営 （ア）学校看護師の派遣及び教育研修事業の受託

ア 障害者施設等入院基本料１０対１（1,356点）を維持し、入所支援事業の安定した運営を図ることにより、 （イ）デイサービスでの受け入れ人数の拡大
入所者の安全・安心な生活を担保する （ウ）医療的ケア児コーディネータ事業の受託
（運営規定）　入所182床　月平均一日当たり看護配置数54人必要 （エ）法人内保育所の医療的ケア児受け入れに当たっての協力体制の構築
（現　　　状）　入所175床　同上　　　　　　　　　　　53人 ＊医療的ケア児関連事業を整理する

イ 看護師を中心とした職員確保が困難な状況から、182床での運用は困難。 　市町村に設置が求められている医療的ケア児等支援センター事業に参画する。
安定的に確保可能な175床（配置数53人）の運用を目指す。 　本事業の受託となった場合は、事業所内関連事業を一つに統合し、医療的ケア児等支援センター

ウ 入所1床あたりの収入は1,000〜1,200万円/年（概算）であるので、令和３年度以前に比して 　（仮称）とする。
7,000〜9,000万円の減収となる（7床減分）。 　本センターの事業は、①医療的ケア児コーディネーター事業（委託）、②学校看護師事業（派遣

エ 空床7床（182床−175床）を短期入所へ転用（福祉型6床と合わせ計13床）することで減収分を確保する 　ならびに研修）、③医療的ケア児等コーディネーター・支援者研修事業（大阪公立大学とのコラボ）
（令和５年度中：10床、令和６年度中：13床）

（１０）将来的に検討すべき課題
（２）在宅支援事業一元化によるワンストップサービスの充実 ア 現在の事業の維持には、人員確保が必須である。人口減により多くの産業で人手不足が叫ばれる中、

ア 事業を一元化することで縦軸（時間軸）と横軸（地域・連携）を広げる 人財確保は困難であることが予想される。
イ 利用者中心のサービス提供（ワンストップによる利便性の向上に繋げる） イ 大学・専門学校の実習生の受け入れ、インターンシップの創設、小・中・高への出前授業など積極的に
ウ 職員の効率的な運用 実施する。

(ア）通所事業（児童・放課後・生活介護）の利用者数増が課題 ウ 積極的な雇用活動や外国人技能実習生などの採用なども視野に入れる。
・令和６年度　：つばさ目標利用人数＋１（令和５年度目標13名/日）、 エ 人員確保が困難な場合、事業の統廃合や利用者人数の削減などのダウンサイジングを含めた検討が

さくらんぼ目標利用人数＋１（令和５年度目標3名/日） 必要となる。
・令和７年度　：つばさ＋１、さくらんぼ＋１

(イ）訪問系は飽和状態（ニーズに追いついていない）　
効果的な人員配置をすれば増収が見込まれる。特に訪問看護については、 【北山学園】
報酬改定で都度新たな加算が設けられていることから、加算要件の確認や取得などを行い、 　（１）新たに取組む事業（拡大する事業）
収益増を図る ア 法人内職員(すなごの「ねっこ」、安井保育園、夙川さくら保育園)との人事異動

（ウ）学校支援は他のサービス利用への契機になる（訪問看護や放課後デイ、短期入所へ繋げる） イ 交換研修や合同での研修会、事例検討会の実施
（エ）発達障害支援　収支上は改善。支援内容の充実と医療との連携を進める ウ すなごの発達専門のドクターに定期的に巡回してもらいアドバイスをもらう
（オ）診療連携の強化（障害医療に特化した外来診療をメインに、近隣医療機関と連携を図る。 エ 心理士、ST、OTが連携をして、個別支援の強化に努める

小児科から成人診療科への移行医療支援に協力する） オ 登園管理ステムの導入。安全カメラの増設
カ 通園部門の職員を確保した上で保育所等訪問支援事業や外部に発信する事業に専任してもらう

（３）業務プロセスの改善。コンプライアンス強化 職員の育成　
ア 事業・職種毎のマニュアルの整理と作成 キ 発達支援・家族支援機能を強化するため、複数の児発管設置
イ 事業のPDCAサイクルの確立 ク 相談支援機能強化のための相談員の増員
ウ ITやロボット技術などの導入

（４）安全管理・感染対策の体制の強化 【芦原デイサービスセンター】
　（１）地域とのかかわり強化。参加可能なイベント（例：移動動物園）に地域の方も参加していただき、

（５）利用者中心のサービス 　　　　また西宮特別支援学校へも案内して将来の利用にもつなげる
ア 利用者の気持ちに寄り添う：利用者本人の自己決定を尊重し、必要に応じて意思決定支援 　（２）地域の養成校の実習生や体験、見学、学生ボランティアを積極的に受け入れ、将来の福祉人財の

（共同意思決定支援）を行う 　　　　育成に貢献する
イ 人権尊重と虐待防止 　（３）職員定着のための対策。教育や労働環境など
ウ 療養環境の改善 　（４）業務の効率化としてAI、ICTの活用。個別支援計画作成や送迎管理、記録を想定。適したものが
エ 利用者・家族の意見や苦情への対応（解決）力の向上 　　　なければ先送り　　　

　（５）法人内職員の人事交流。交換研修（高齢や児童との異業種含む）や合同での研修会、事例検討会の実施
（６）施設・設備等の計画的メンテナンス 　（６）利用者増加の取り組み。芦原デイサービスセンターの長所を前面にPR。土曜、祝日、お盆、年末の開所

ア 病棟改修（空調、居住環境） 　　　や入浴といった既存の利点のほか、日中活動の強化。障害の程度や特性に合わせたバリエーション、
イ 地域交流スペース 　　　多様性のある活動の実施。利用率85～90％を目標
ウ 医療機器の更新 　（７）防犯カメラの設置。デイサービスのフロアに1～2台

　（８）内部監査や第三者評価
（７）人財育成・人財確保・研修体制の強化 　（９）すなご医師の巡回を整形外科、歯科について実施

（８）地域貢献
ア 学生ボランティアの育成
イ 地域交流スペースを活用した地域との交流促進

障害部門
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４．今後５年間の財務目標

【西宮すなご医療福祉センター】 【芦原デイサービスセンター】
＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞ ＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞

【北山学園】
＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞

障害部門
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１．現状の分析と将来見込み

（１）西宮市の高齢者人口と高齢化率 （２）西宮市内の高齢者向け住まい・施設の定員数
　西宮市の総人口は、2017年から微減の局面に入っている。兵庫県の市町別の高齢化率では、 　市内の高齢者向け住まい・施設の定員数が直近の10年弱で急激に変化をしている。介護保険の施設サービス
西宮市は2019年以降県下で最も高齢化率が低く、2023年2月1日現在24.4％（県平均29.3％）となっており、 の定員は特養ホームで微増、老健施設及び介護医療院を含む介護療養型医療施設では微減しているのに対
阪神間の他市と比べ生産年齢人口の減少・高齢化率の上昇は緩やかな傾向にあるのが特徴である。 し、サービス付き高齢者向け住宅の定員は、2016年の751人から2023年に1857人となり、約2.5倍に増加している。
（兵庫県の厚生統計　高齢者保健福祉関係資料　毎年2月1日現在の比較） 　サービス付き高齢者向け住宅と有料老人ホームの定員の合計は、2016年に2321人だったが2020年に介護保
　上のグラフのとおり、5年刻みの西宮市内の65歳以上高齢者数の増加は2020年から2025年にかけて 険3施設の定員の合計を越え、2023年に3490人まで増えた。
いったん鈍化し、75歳以上高齢者数の増加も2025年以降いったん鈍化するものの、向こう20年以上高齢 　2023年2月時点で、市内の要介護１～５の高齢者数が14,700人程度であるのに対し、高齢者向け住まい・施設
者数、高齢化率ともに漸増を続けると予測されている。 の定員数は約7,000人、老健施設や療養型医療施設の定員数を除いても6,000人に迫っている。

（３）現状分析と将来見込み
　新型コロナウイルス感染症の影響、介護人財確保難の影響も想定されるが、近年特養ホームや老健施設では市内全体として恒常的に空床がある状態が続いている。要因の一つとして、（２）のとおり西宮市内での急激な高齢者
向け住まい・施設の増加により、一時的に施設の定員数を満たすことが困難な状態となっていることが考えられる。有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅の入居者の状態像については精査できていないが、その老人
ホームや住宅の特性として介護付きではないものも多いことは確かである。これまで特養ホームへの入居経路は、家庭（在宅）、医療機関、老人保健施設からが7割を占めていた（介護給付費分科会資料）が、今後西宮市において
は有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅からの入居相談が増える可能性が高い。
　現在、法人内の高齢者施設サービスは、甲寿園168名とにしのみや苑6７名の合計235名である。第3次5カ年計画には当てはまらずとも、すでに20年、30年を超えた施設の建替え・大規模修繕の実現可能性を考慮する必要が
ある。しかし、法人の甲山エリアの敷地は建築物の規制があるため、敷地内に新たな棟を建築することはほぼ不可能である。地域包括ケアシステムの推進が謳われるなか、甲山の地で235名の入居施設を持続することが適当
とはいい難い。職員の雇用のほか、公共交通機関網の衰退は利用者家族等のアクセス面でもすでに影響はある。現地建替えでなく、最寄りの市街化区域・居住誘導区域のなかに、施設機能の地域分散を小規模（40名程度）に
順次行うことが適当であると考える。
　現在、法人内に要支援者を対象とした施設・居住系サービスを有していない。2015年に特養入居が原則要介護3以上となって以降は、要介護１・２の方への施設サービスもなく、既存施設サービスの再編においては、そのことも
念頭に置く必要がある。

【施設整備にあたっての検討の方向性のイメージ】

高齢部門

高齢プロジェクトチーム
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２．目指す姿
（１）　その人らしく生きることを支援する。

キーワード　： （ア）切れ目のないサービス　　（イ）法人ブランディング、価値の見える化

（２）　仕事を通じて人を育てる。
キーワード　： （ア）高齢分野での人事交流　　（イ）高齢分野での教育研修システム

（ウ）総合的な実践力を有した介護人財・生活支援人財の育成・確保
（エ）複合型サービス・共生型サービス実施に向けた準備
（オ）ヒューマンスキル向上、心理的安全性の醸成
（カ）職種ごとの業務内容、評価等の標準化・適正化

（３）　利用者、職員の安全・安心を確保する。
キーワード　： （ア）安全管理・危機管理　　（イ）安全・安心に資するICT化

（ウ）虐待防止・権利擁護　　（エ）業務効率化・労働環境改善
（オ）法人ブランディング、価値の見える化

（４）　将来にわたる持続可能なサービスの提供の基礎をつくる。
キーワード　： （ア）甲寿園・にしのみや苑の施設サービスの再編（合併とサテライト化）　　

（イ）職種間の待遇の是正
（ウ）法人のブランディング、価値の見える化

（５）　地域に根差した社会福祉法人としての活動を展開する。
キーワード　： （ア）地域における公益的な取組

（イ）人がつながる、人を活かす仕組み

３．５年間で取り組む具体的なアクション
（１）その人らしく生きることを支援する。

アクション１：支援の手を届けられていない方に向けたサービスの拡充（小規模多機能施設、GH、
特定施設等の新規事業開始の準備）と既存サービスの価値の向上

（２）仕事を通じて人を育てる。
アクション１：高齢分野での人事交流促進（特に相談職、訪問介護員、役職者、将来の役職候補の育成を

目的とした計画的な人事異動）
アクション２：高齢分野での教育研修システムの確立（ヒューマンスキル向上、人としての成長を目指す

視点の重視。総合的な介護実践力を有する人財、新奇性・創造性の高い人財、制度変更に
即応できる人財の育成・確保）

（３）利用者、職員の安全・安心を確保する。
アクション１：権利擁護のための見守りカメラ等の導入（芦原デイ・にしのみや苑・甲寿園）
アクション２：労働環境改善・業務改善のためのICT化の促進
アクション３：高齢４拠点間のケアサービスの質の平準化・向上を目的とした合同研修や委員会・内部監査・

訓練の実施と認証取得

（４）将来にわたる持続可能なサービスの提供の基礎をつくる。
アクション１：甲寿園・にしのみや苑の施設サービスの再編

（一部のサテライト化にあわせ両施設の一体的運用部分を増やす。）
アクション２：建物の長寿命化のための修繕・設備更新計画の立案と実行並びに新規事業着手に向けた積立
アクション３：消耗品等物品の共同購入の推進
アクション４：事業ごとに適正な人員配置・人件費率の確立、夜勤勤務時間の適正化

（５）地域に根差した社会福祉法人としての活動を展開する。
アクション１：地域・学生向けの講座や文化行事の定期的開催・自然環境を活かした活動の場の提供

（甲山エリアでの交流人口増・西宮市地域のつどい場の登録を目指す）
アクション２：ホームページ・SNS等による情報公開・発信機能の向上

高齢部門

9



　４．今後５年間の財務目標
【甲寿園】 【甲寿園】
＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞

【にしのみや苑】 【にしのみや苑】
＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞

高齢部門
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１．現状の分析と将来見込み

　（１）【西宮市内の状況】
　　　ア　就学前の児童数は減少しており、令和１５年には約20,500人の見込みである。
　　　イ　西宮市立幼稚園と市立保育所が統合し公立こども園に移行する事業が令和7年度に始まる。
　　　ウ　保育需要は令和7年度まで伸び、そのあと減少すると予想されており、保育施設が供給過多になると考えられる。
　　　エ　近年、4月に0歳児の定員が満たされないことがある。一方、産休明け保育を利用する保護者もいる。
　　　オ　3歳児以降、認可外保育施設（インターナショナルスクール等）を選ぶ人の増加により、内定の辞退がある

　（２）【安井保育園と夙川さくら保育園】
　　　ア　収入
　　　　（ア）夙川さくらんぼ保育園の閉園に伴い減少、安井保育園のみでは昨年同期と比べて増加している。（安井）
　　　　（イ）受け入れ人数の増加に伴い、収入は増加している（さくら）。
　　　イ　人件費
　　　　（ア）人件費の増加が両園とも見られる。
　　　　（イ）障害加配対象に園児の人数により加配職員の採用人数が変動する。
　　　　（ウ）育休中の職員の復帰を見込み、代替え職員を派遣職員でカバーすることが多い。
　　　ウ　第2次5カ年計画からの継続課題
　　　　（ア）医療的ケア児の受け入れは、看護師確保、保育士の研修等の課題のため積極的には検討していなかった。
　　　　（イ）病児・病後保育については、玄関や保育室を在園児と別にする必要があるため検討しなかった。
　　　　（ウ）一時預かり保育は、両園で年間約3538名の利用。気になる子どもが増加している。
　　　　（エ）子育て支援にかかわる人財育成。 （出典）西宮市幼児教育・保育のあり方について
　　　　（オ）未就園児の取り組みは、体験保育、園庭開放、子育て教室を行った。
　　　　（カ）安井保育園の建て替えについては、時期等は検討せず。
　　　　（キ）自己評価システムは、保育内容について、毎月外部の講師より指導を受けている。
　　　エ　将来の見込み
　　　　（ア）就学前の児童数が減少するため、園児の獲得が難しくなる
　　　　（イ）安井保育園は1号認定の獲得、夙川さくら保育園は定員の１２０％の園児の受け入れにより収入増を目指す
　　　　（ウ）安井保育園の園舎について、建て替えか大規模修繕を少子化の動向を見ながら第3次計画中に検討する
　　　　（エ）少子化を想定した職員採用を行う。

　西宮市内の子ども数は、２０３３年にかけて減少すると予想されている。アンケート調査などを通して地域住民のニーズを把握し、選ばれるポイントを考え、新たな事業に挑戦する中で、
選ばれる施設となり事業を継続する。

２．目指す姿
　（１）将来にわたり持続可能な運営を目指す

ア 新たな事業に挑戦し、収益の安定的な確保を図る。 ア 地域の人々が利用したいと願うサービスを提供する。
イ 施設の整備方針を立て、実現するために計画的に進める。 （ア）在園児、子育て支援事業の利用者にアンケートを取りニーズを把握する。
ウ その人らしく生きることを支援する。 （イ）地域の子育て世帯の相談に対応するためのシステムを作る。

（ア）室内では、裸足で過ごし、年齢にあった運動遊び、散歩を取り入れ、土踏まずの形成を促す。 （ウ）１号認定獲得のため、預かり保育の利用時間を変更する。
（イ）様々な遊びや経験を通して五感を育てる。 　 （エ）安井自治会、千歳町自治会と協力し子育て世帯を支援する。
（ウ）野菜の栽培、クッキングから食べる意欲を育み、旬の野菜や地産地消を意識することで食への関心を高める。 （オ）給食食材の地元業者の選定をする。
（エ）自分の身を守ることができる力を養うため、あそびを通してしなやかな身体（体感）つくりをする。 （カ）SNS、ホームページ等で園の情報を計画的に発信する。
（オ）子ども一人ひとりに寄り添い、気持ちを大切にすることで保育士が安心できる存在になる。
（カ）仲間と過ごす中で、大切にされる心地よさを感じ、自分で未来を切り開こうとする力の礎を培う。
（キ）協調性、コミュニケーション能力、集中力、忍耐力、自制心、自信を育む。

エ 仕事を通じて人を育てる。
（ア）保育・教育内容を職員同士で意見交換、実施、振り返りをする。
（イ）保育セミナー、キャリアアップ研修、つながり研修を計画的に受講する。
（ウ）両園、北山学園と交換研修を計画的に行う。

子育て部門

子育てプロジェクトチーム
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３．５年間で取り組む具体的なアクション

　（１）将来にわたり持続可能な運営を目指す 　（２）存在感のある法人を目指す

子育て部門
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４．今後５年間の財務目標
【安井保育園】 【安井保育園】
＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞

【夙川さくら保育園】 【夙川さくら保育園】
＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞

子育て部門
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１．現状の分析と将来見込み
（令和4年度西宮市地域福祉計画より）
ア　人口の状況　　　西宮市の総人口は緩やかに減少しており、令和2年時点で484,204人となっている。年少人口及び生産年齢人口が減少する一方で、老年人口は増加傾向で推移しており、少子高齢化が進行している。

イ　高齢者人口と高齢化率の推移　　高齢者人口は増加しており、令和2年時点で119,241人なっている。高齢化率は全国、兵庫県と比較して低く推移しているものの、一貫して上昇している。24.6％（令和2年）

ウ　西宮市の世帯数は増加しており、令和2年時点で224,016世帯となっている。1世帯あたり人員数は減少しており、令和2年時点で2.16人となっている。

エ　介護保険の要介護・要支援認定者数は増加している。令和2年時点で22,044人となっている。認定率も増加傾向にあり、令和2年時点で18．8％となっている。

オ　障害に関わる傾向　身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の各手帳所持者数は増加しており、総数は令和2年で23,721人となっている。
　　平成27年から令和2年までの総人口に占める障害者手帳所持者の割合は0.4ポイント増加している。

カ　生活保護の状況　生活保護世帯、生活保護実人員は減少傾向。令和2年度末時点では実世帯数が5,984世帯、実人員が7,847人となっています。

キ　西宮市の「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者数と高齢者人口に占める割合はおよそ10人に1人の割合で推移している。

ク　認知症サポーター養成講座の延べ受講者数は、令和2年度末時点で28,094人となっている。

ケ　通いの場や社会参加等に関する状況　・居場所の状況　西宮市で推進している主な居場所の取組はつどい場、ふれあい・いきいきサロン、認知症カフェ、共生型地域交流拠点、子育て地域サロン、子育て広場等がある。
　　居場所の数は増加傾向で推移しており、令和2年度末時点で202ヶ所となっている。

【総合相談支援センター】 　ゆとろぎ茶論こしきいわ（認知症カフェ）13回　認知症サポーター養成講座3回　
　西宮市地域子育て支援拠点事業あいあいひろば　145日開催　利用者合計2,786名

【安井保育園】 　園庭開放　毎月実施501人参加

【夙川さくら保育園】 　園庭開放　毎月実施351人参加

【芦原デイサービスセンター】 　地域公開講座の開催（9月）　フードパントリーの実施（6月、9月）

【北山学園】 　高校生ボランティアの受け入れ

【甲寿園】 　兵庫県地域サポート施設事業　ふれあい食事会（茶話会）への外出支援　「お出かけバス」運行（計4回）

【にしのみや苑】 　移動支援（毎月実施）

【すなご】 　年末特別警戒活動に参加

２．目指す姿
（１）みんなで育ちあう地域づくり

ア 少子高齢化や世帯人員の減少を背景に、家族機能が脆弱化している。
イ 地域活動者の高齢化・固定化による地域活動の担い手不足が課題となっており、新たな担い手の確保と育成が必要となっている。
ウ 個人や地縁型での活動では限界があるので、行政や市民、福祉専門職等とこれらの多様な主体が協働し、一緒になって地域づくりを行っていく必要がある。

（２）誰もがつながり活躍できる場づくり
ア ライフスタイルの変化等の理由により、時間的な余裕がなく、地域活動に参加できない人が多くなっている。また、地域でどのような活動が行われているかわからない、参加の方法がわからないという声も

多く挙げられており、活動の情報発信等に取り組む必要がある。
（３）総合的な相談支援体制づくり

ア これまでの福祉の分野別支援では対応できない「制度の狭間の課題」や１つの機関では対応が困難な「複合的な課題」といった解決困難な課題が増加している。
１つの福祉分野や機関では対応困難な課題に対しては、関係機関が連携し、ネットワークで対応する総合相談支援体制の構築が必要不可欠となっている。

地域部門

地域プロジェクトチーム

２０２２年度実施した甲山福祉センターの地域支援
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３．５年間で取り組む具体的なアクション ４．今後５年間の財務目標
＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞

　　（１）新たな事業に挑戦する。（１）みんなで育ちあう地域づくり 【総合相談支援センター】 【総合相談支援センター】
ア 地域ネットワーク会議への積極的な参画 （既に参画・継続）

・令和５年度３回開催　令和６年度も複数の委員を選出し参加
イ 地区社会福祉協議会と共同の取組の実施 （既に参画・継続）

（ア）フードパントリー
・西宮市社会福祉協議会との共同の取組を進める

（イ）介護者家族交流会
・北夙川、苦楽園地区社会福祉協議会との共同開催　年２回を予定

ウ 当事者・当事者組織の活動への支援
（ア）認知症カフェ （既に参画・継続）

・ゆとろぎサロンこしきいわ　わかみや会の支援
（イ）男性のつどい場 （令和７年度から実施）

・令和６年度は認知症カフェ等を通じてニーズ調査
エ 緊急時・災害時の支援体制の強化 （令和７年度から実施）

（ア）高齢者や障害のある人等について、災害時のリスクや身近な支援者の有無等、
個々の状況に応じた最適な避難方法等をあらかじめ計画する「個別避難計画」
づくりを進め、地域の支援を必要とする部分を明確にしていく。

オ 学校教育や社会教育等の様々な場や機会を通じて、継続的な福祉教育や啓発を進める
（ア）出前講座、甲山福祉講座 （令和７年度から実施）

・地域住民を対象とした学習、研修会等、様々な機会を通じた福祉教育、福祉学習を推進する
（令和６年度は関係機関と調整）

（２）誰もがつながり活躍できる場づくり
ア 地域のつどい場づくりへの支援

（ア）未就園児の保護者対象のリフレッシュ教室 （令和８年度から実施）
・令和６年度、７年度はニーズ調査、社会資源調査

イ 生きがいを実感し、活躍できる場の充実
（ア）共生型地域交流拠点の開設・運営の促進 （令和８年度から実施）

・高齢者等が地域において自立した日常生活を営むことを目的とした共生型地域交流拠点を
 地域の拠点として位置付け設置、運営を促進する

（イ）ボランティア活動の場づくり （令和８年度から実施）
・地域福祉活動やボランテイア活動等、地域を支える担い手の確保、育成について、西宮市
 社会福祉協議会ボランテイアセンターや大学交流協議会と連携する

（３）総合的な相談支援体制づくり
ア 官民協働の仕組みづくりの推進 （令和９年度から実施）

・行政と西宮市社会福祉協議会が協働で進める官民協働の協議の場への参画を目指す
イ 相談窓口機能の充実 （令和８年度から実施）

・西宮市社会福祉協議会の相談窓口との連携を強める
ウ 不安や悩みを抱える人を支援する体制の強化

（ア）生活困窮者自立支援法に基づく支援 （令和９年度から実施）
・自立相談支援事業の実施に取り組む

地域部門
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１．現状の分析と将来見込み

２．目指す姿
（１）持続可能な法人運営を確立する
（２）人財の安定的な確保・育成を行う
（３）コンプライアンスを遵守する体制をつくる
（４）第３次５カ年計画のＰＤＣＡサイクルを本気で回す

総括部門

総括プロジェクトチーム
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３．５年間で取り組む具体的なアクション
（１）持続可能な法人運営を確立する。

ア 給与体系について、必要な見直しを行う。
（ア）必要な制度修正の実施

職員の勤務条件を改善するため、給与表の一部について必要な措置を講じる。
（イ）介護・診療報酬に伴う人件費の検討

イ 食材、オムツなど衛生用品、事務用品など共同購入品目を計画的に増やす。
（ア）効率化や安価を求めるだけではなく、地域の企業、業者とともに地域を支える社会福祉法人として、

地産地消を目指した共同購入を進める。
（イ）西宮市商工会議所から業者情報を収集し、購入ネットワークをつくる。

ウ 各拠点が、将来の施設整備資金を積立てする予算編成を行い、予算の執行を管理をする
エ 人材紹介料を０にすることをめざして以下の取組を行う。

（ア）職員を通じた人財確保のしくみを改善する。
（イ）退職しようとする職員が他拠点で働ける情報共有のための仕組みをつくり実践する。

オ 各拠点の人員定数（正規、パート、嘱託）を確定し、その人員定数をもとに本部と協議を行い職員採用を
行う。（西宮すなご医療福祉センターを除く）

総括部門
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カ IT、パソコンネットワーク管理と危機管理 イ 法人のPRを展開する。
（ア）法人本部が中心となって現場の課題を抽出し、行政の補助金等も活用しながらＤXを進める。 （ア）甲山福祉センターのブランド戦略をつくり上げ、市民へのアピールを展開する
（イ）事業の効率化を推進して、人財の有効活用を推進する。 人材紹介会社にかかる費用を、SNSに対し知識を養う研修や動画作成などのセミナー等に活用して、

SNSを駆使した人材確保に繋げる。

キ 地域の人々と協働した防災体制を構築する
（ア）法人ＢＣＰ、各拠点ＢＣＰの連携した法人総合防災訓練を実施する。
（イ）ライフライン回復までの非常用電源、防災用品、非常食等を点検し整備する。

法人管理部が各拠点と連携して総合的に管理する。
（ウ）西宮市防災マップを活用して、法人内拠点連携の災害支援計画を作成する。

甲山緊急事態支援チーム（KEAT）と協働の訓練を行う。
（エ）西宮市社会福祉法人連絡協議会・ほっとかへんネット西宮（災害・防災委員会）による防災、

災害時支援の法人ネットワークをつくる。（令和５年版ほっとかへんネット西宮加盟法人マップの活用）
（オ）法人本部、各拠点の地域自主防災組織と協力して、避難訓練を行う。

ク 入札の対象を拡大することにより、経費を削減する。　

ケ 「やめる勇気」を持って事務の事業を見直す。
（ア）事業報告書の作成事務
（イ）各種会費について、ゼロベースで見直す。
（ウ）会議のあり方を見直す。
　　　①会議そのものを減らす。
　　　②終了時間をあらかじめ決める。 ウ 大学、専門学校、高校へのPRの実施
　　　③要点のみ整理し、議事録の作成をやめる。 （ア）採用担当者は、実習担当と連携し情報共有を行い、実習校（１９校）を中心に学校訪問を実施する。

（イ）各校へ法人の各種助成制度を紹介する。

（２）人財の安定的な確保・育成を行う。
ア 直接雇用につながる取組

(ア）大学等の実習の確保のための売り込みを実施し、実習校、実習生の増加を図る。
（令和５年１２月現在　１９校１０７人）

　①実習校を本部事務局の人財確保・育成担当が訪問する。
　②実習受入れ懇談会、実習成果発表会に実習担当者と人事担当者も参加する。
　③受入れ施設として定着する。
　④実習・就職の学生アンケートを実施する。

（イ）大学生を対象としたインターンシップを受け入れる。
　①インターンシップの案内　  法人SNS(インスタグラム)・各事業所のSNS（インスタグラム・フェイスブック） エ 職員の定着を図る。

により案内する。専門サイトあさがくナビを利用する。 （ア）ICT、インカム、タブレット端末の活用による業務改善
　②介護職性格診断（自己分析）体験カリキュラムを導入する （イ）入職３年目の表彰

（例）（介護体験）　 （ウ）長期勤続表彰の副賞の改善
簡単なワンミッション（散歩に誘う等）　⇒　実践後、自己分析、振り返りのグループワーク（１日コース）
・福祉で働く自分がみつかる、本当の思いに気づく、学びと思いがつながる、福祉を身近に感じる、
　などテーマに体験する。
・就職から３年後の自分がイメージできる動画を作成する。

　③大学３年生までを対象としたカリキュラムと高校生対象のカリキュラムを作成する。
中学生、小学生は体験交流会による楽しい企画で出会いの機会をつくる。

総括部門
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オ 事件、事故、苦情の分析を行い再発防止 （３）コンプライアンスを遵守する体制をつくる。
（ア）２０２３年度中に、分析内容、手法を作成し、２０２４年度から施行を行い、更に改善を行う。 ア 本部事務局体制の強化を図る。

　　 （ア）趣旨 経営管理、財務管理、人事管理、内部統制を確実に実施できるよう、本部事務局の
体制強化を段階的に実施する。

（イ）進め方 各拠点の事務職員を順次、本部事務局に集約することで体制の強化を図る。
（ウ）新たな体制のイメージ（2027.4時点）

カ 人事評価制度の等級に連動した研修体系を構築することにより、非正規職員を含めたキャリアアップ
プランを明示する
（ア）各等級に応じて、必須研修を定め職員の育成につなげる
（イ）非常勤職員は、人事評価制度が導入されていないため、経験や力量、勤続年数に応じて９等級から７等級の
　　研修を受講する。

【イメージ図】

（エ）各グループの業務
①経営企画・財務管理グループ

予算編成、執行管理、決算分析
経営企画

②人財確保・育成グループ
　　 職員確保のための方策の実施

職員育成のための方策の実施
人事管理・給与制度
ＩＴＣの推進

③安全確保・内部統制グループ
自主監査・外部監査
事件・事故・苦情の分析と対応
理事会・評議員会・常勤役員会・経営協議会等運営
ハラスメント対策委員会・懲戒委員会

総括部門
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（オ）スケジュール
ウ 法令や制度を遵守する職員意識の徹底

（ア）行政説明や研修会、会議等を通じた法令と制度への理解の徹底
（イ）行政が定めた事業チェックリストによる自主点検（年１回）
（ウ）内部監査部門による上記の進捗管理

（４）第３次５カ年計画のＰＤＣＡサイクルを本気で回す

この５カ年計画の進捗状況を検証し、
※状況により前倒しもある 法人の存在感を高めるための取組をすすめる。
※北山学園については、西宮市と要協議
※状況に応じて弾力的に運用する

イ 内部統制規律を確保する。
（ア）適切な予算執行を確保する取組

「予算執行の検証会議」
構    　成：専務理事、事務局長、事務長
対　　　象：１件２５０万円以上の予算執行 ア 法人の魅力アップ委員会
検証内容：①入札の状況
 　　　　　　②契約、支払、現物確認が適切に行われているか。 座長 専務理事
　　　　　　 ③台帳記載、証憑書類保存の状況 メンバー ２０代～６０代　各年代ごとにランダムに選んだ５名
開始時期：令和６年度より
理事会への報告：検証の結果を理事会に報告する。

⇒法人イメージの現況を把握し、法人の存在感の向上のための提案を行う。

（イ）予算の執行管理 ・４～５月 利用者、地域住民の認識調査
①　本部事務局に各拠点の事務を集約することにより、予算管理、執行管理、人員管理、

経営管理を一元的に行う。 ・６～９月 法人の存在感を高めるための対策の提案

イ プロジェクトチームによる計画の進捗状況の検証とアクションの提案

・４～５月 計画の進捗状況の検証

・６～９月 アクションの提案

総括部門
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４．今後５年間の財務目標
【法人本部】 【社会福祉法人甲山福祉センター】

＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞ ＜平成３０年度－令和４年度実績＞ ＜第３次５カ年計画の目標＞

総括部門
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【西宮すなご医療福祉センター】 【芦原デイサービスセンター】

積算のベース
積算のベースとなった資料

（拠点名）　西宮すなご医療福祉センター

（単位：千円） （単位：千円）

収　入 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
基本ベース

（平均）

収入計 2,643,164,613 2,681,954,087 2,682,988,808 2,714,998,517 2,727,123,666 2,690,045,938

（単位：千円） （単位：千円）

除く（含む）
特殊要素（年間）

2,643,164,613 2,681,954,087 2,682,988,808 2,714,998,517 2,727,123,666 2,690,045,938 ・・・①

（単位：千円） （単位：千円）

支　出 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
基本ベース

（平均）

人件費 1,951,805,005 2,011,140,228 1,970,348,680 2,000,277,942 1,927,453,635 1,972,205,098

事業費 295,591,944 305,383,830 310,348,060 316,238,535 360,280,718 317,568,617

事務費等 191,081,769 192,624,168 293,091,548 195,383,310 195,837,112 213,603,581

支出計 2,438,478,718 2,509,148,226 2,573,788,288 2,511,899,787 2,483,571,465 2,503,377,297

（単位：千円） （単位：千円）

除く
特殊要素

2,438,478,718 2,509,148,226 除外（外壁・屋上改修） 2,511,899,787 2,483,571,465 2,485,774,549 ・・・②

（単位：千円） （単位：千円）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
基本ベース

（〇カ年合計÷〇年）

事業活動資金収支差額 204,685,895 172,805,861 除外 203,098,730 243,552,201 206,035,672 活用可能資金

　これからの５カ年計画のベース

収　入
（単位：千円）

稼働率の向上

・ロング病床の減(6床)
13百万円×６床×0.98＝
△76百万円
・短期入所病床の増
(6床)
15百万円×６床×0.80＝
72百万円増

・ロング病床の減(6床)
13百万円×６床×0.98＝
△76百万円
・短期入所病床の増
(6床)
15百万円×６床×0.80＝
72百万円増

・ロング病床の減(6床)
13百万円×６床×0.98＝
△76百万円
・短期入所病床の増
(6床)
15百万円×６床×0.80＝
72百万円増

・ロング病床の減(6床)
13百万円×６床×0.98＝
△76百万円
・短期入所病床の増
(6床)
15百万円×６床×0.80＝
72百万円増

・ロング病床の減(6床)
13百万円×６床×0.98＝
△76百万円
・短期入所病床の増
(6床)
15百万円×６床×0.80＝
72百万円増

加算の取組等
通所系平均利用者の増
（生活介護＋1人、児童･
放課後＋1人）8百万円増

通所系平均利用者の増
（生活介護＋1人、児童･
放課後＋1人）8百万円増

通所系平均利用者の増
（生活介護＋1人、児童･
放課後＋1人）8百万円増

通所系平均利用者の増
（生活介護＋1人、児童･
放課後＋1人）8百万円増

通所系平均利用者の増
（生活介護＋1人、児童･
放課後＋1人）8百万円増

新たな取組等

・訪問診療（診療報酬
@8880円/件）
・医療的ケア児対応拡充
(市委託料)10百万円増

・訪問診療（診療報酬
@8880円/件）
・医療的ケア児対応拡充
(市委託料)10百万円増

・訪問診療（診療報酬
@8880円/件）
・医療的ケア児対応拡充
(市委託料)10百万円増

・訪問診療（診療報酬
@8880円/件）
・医療的ケア児対応拡充
(市委託料)10百万円増

・訪問診療（診療報酬
@8880円/件）
・医療的ケア児対応拡充
(市委託料)10百万円増

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

2,690,045,938 2,704,045 2,704,045 2,704,045 2,704,045 2,704,045 　　計画上の収入

※①を転記

支　出
（単位：千円）

節減等による減
医師配置(常勤＋1、非常
勤△1)　８百万円増

医師配置(常勤＋1、非常
勤△1)　８百万円増

医師配置(常勤＋1、非常
勤△1)　８百万円増

医師配置(常勤＋1、非常
勤△1)　８百万円増

医師配置(常勤＋1、非常
勤△1)　８百万円増

新たな取組による増
・医療的ケア児対応拡充
(人件費)７百万円増

・医療的ケア児対応拡充
(人件費)７百万円増

・医療的ケア児対応拡充
(人件費)７百万円増

・医療的ケア児対応拡充
(人件費)７百万円増

・医療的ケア児対応拡充
(人件費)７百万円増

アクション実施による増減

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

2,485,774,549 2,500,774 2,500,774 2,500,774 2,500,774 2,500,774 　　計画上の支出

※②を転記

（単位：千円）

計画上の 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

事業活動資金収支差額 203,271 203,271 203,271 203,271 203,271 　　活用可能資金

（単位：千円）

施設整備等 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

117,500 117,500 117,500 167,500 67,500

借入金償還額 17,500千円 17,500千円 17,500千円 17,500千円 17,500千円

アクション実施に伴う増
2階病棟リニューアル
50百万円

3階病棟リニューアル
50百万円

4階病棟リニューアル
50百万円

地域交流スペース改修
10百万円

（終了）

それ以外
その他の施設整備・医療
機器50百万円

その他の施設整備・医療
機器50百万円

その他の施設整備・医療
機器50百万円

・電子カルテ更新90百万
円
・その他の施設整備・医
療機器50百万円

その他の施設整備・医療
機器50百万円

（単位：千円）

その他の 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

活動による収支等 74,900千円
（公立大寄付△10百万）

74,900千円 74,900千円 74,900千円 74,900千円

※施設分担金

（単位：千円）

積立資産 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和10年度末の積立資産残高

775,500,000 10,000 10,000 10,000 △40，000 60,000 825,500,000

令和５年度末の積立資産残高 785,500,000 795,500,000 805,500,000 765,500,000 825,500,000 R11以降　毎年5千万円の再建築積立

内訳

再建築積立資産
243.500千円
人件費積立資産
250.000千円
修繕積立資産
152.000千円
備品等購入積立資産
140,000千円

再建築積立資産
253.500千円
人件費積立資産
250.000千円
修繕積立資産
152.000千円
備品等購入積立資産
140,000千円

再建築積立資産
263.500千円
人件費積立資産
250.000千円
修繕積立資産
152.000千円
備品等購入積立資産
140,000千円

再建築積立資産
263.500千円
人件費積立資産
250.000千円
修繕積立資産
142.000千円
備品等購入積立資産
110,000千円

再建築積立資産
283.500千円
人件費積立資産
250.000千円
修繕積立資産
152.000千円
備品等購入積立資産
140,000千円

再建築積立資産
283.500千円(R10末)
➡2053年(R35年)
1,283.500千円

＊退職給付引当資産を除く
＊法人本部「長期預り金積立資産（364百万円)」を除く

　　　　　　　　　　　　　　　　　第３次５カ年計画の財務フレーム

※報酬改定及び物価上昇は長期的には
相殺されることを期待してノーカウントと
します。

＊病床単価：入院基本料＋診療報酬＋障害福祉サービス給付
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【北山学園】 【甲寿園】

積算のベース
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【にしのみや苑】 【安井保育園】

積算のベース
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【夙川さくら保育園】 【総合相談支援センター】

積算のベース
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【法人本部】

積算のベース
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障害部門 障害部門

第２次との対比表
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障害部門 障害部門

第２次との対比表
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高齢部門 高齢部門

第２次との対比表
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子育て部門 子育て部門

第２次との対比表
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地域部門 総括部門

第２次との対比表
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７月

　　プロジェクトチームの開催＜随時アドバイザーより意見収集＞

第３次５カ年計画の策定の進め方

＜　策 定 委 員 会　＞ ＜　プロジェクトチーム　＞

策定委員 役　職 障がい
　　　田中勝治院長（リーダー）

　　　　　　　　　　　　　田中隆雄園長　・　山崎和弘部長
　　　　　　　　　　　　　谷口健志所長　・

山本嘉彦 　　専務理事　（法人参事） 　委員長

高齢
　　　小林浩司園長（リーダー）

　　　　　　　　　　　　　木村圭志苑長　・　吉田晃課長
　　　　　　　　　　　　　谷口健志所長　・
　　　　　　　　　　　　　小谷地健所長・

小谷　卓 　　法人本部　事務局長　 　統括
　　（財務・人事）小西敏行 　　法人本部　総務部長　

田中勝治 　　西宮すなご医療福祉センタ－　院長 　障がい

北村悦伸 　　西宮すなご医療福祉センタ－　事務長 　統括

小林浩司 　　甲寿園　園長 　高齢
子育て
　　　森裏みな子園長（リーダー）

　　　　　　　　　　　　　峯りか園長　　・
　　　　　　　　　　　　　山畑匡野係長　・
　　　　　　　　　　　　　上月佳代子主任・　岡山理恵副主任

森裏みな子 　　安井保育園　園長 　子育て

小谷地健 　　総合相談支援センター　所長 　地域支援

地域支援
　　　小谷地健所長（リーダー）  障害　 　 山崎和弘部長・鈴木邦宏課長・藤松聖副課長
　　　　　　　　　　　　　　  高齢　 　　石原美香課長・
　　　　　　　　　　　　　  　子育て 　　野田裕美主任・
                           　 地域包括　 後藤香織(認知症推進員)・

＜策定スケジュール＞

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

経
営
協
議
会

策
定
委
員
会
　
１

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
任
要
請

策
定
委
員
会
　
２

理
事
会

(

素
案
協
議

)

策
定
委
員
会
　
３

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

策
定
委
員
会
　
４

理
事
会

策
定
委
員
会
　
５

策
定
委
員
会
　
６

理
事
会 水田宗人理事 　西宮市社会福祉協議会理事長

山縣文治理事 　関西大学人間健康学部教授

＜　アドバイザー　＞

 　子育てアドバイザー

　河合優年 　武庫川女子大学教授  　子育てアドバイザー

　原田正樹 　日本福祉大学長  　地域支援アドバイザー

 　障がいアドバイザー

新宅治夫理事 　香芝生喜病院顧問  　障がいアドバイザー

杉村和子理事
　社会福祉法人聖徳会副理事長

 　高齢アドバイザー
　　　　　　　 兼法人統括部長
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「幸せの青い鳥」は、どこかよその国にいるのではなく

私たちの目の前の、不完全な現実の中にいるのだと思います

私たちは、日々の営みの中からそれを見つけ出して

みんなで力を合わせて、大切に育てていきます

社会福祉法人甲山福祉センター　職員一同
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